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要旨：稚魚期から満 3 歳の成熟期まで魚粉含量を 5%まで極端に減らして大豆油粕を 50%以上配合した低魚粉飼

料（ELFM 飼料）で長期間飼育されたニジマス親魚の生残，成長および採卵成績を調べた。対照群の魚には魚粉

を約 50%含有する飼料を給餌した。ELFM 飼料給餌群の成長は対照群よりも劣ったが，生残率は差がなかった。

また，ELFM 飼料給餌群は対照群と同様に成熟し，これらの個体から得られた受精卵の発眼率，孵化率，奇形率

および正常浮上率を調べたところ対照群との差は認められなかった。本研究によって，ニジマスの次世代稚魚を

残すという観点から親魚の成長，生残および成熟に深刻な影響を与えることなく，継代飼育のほぼすべての段階

で大豆油粕を 50%以上含むELFM 飼料を使用できることが示された。これにより，低魚粉飼料でも高成長を示す

ニジマス家系を作出する際に，選抜の確実性をより高めることが可能となる。 
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